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*エンパワメント型アーツセラピー（Empowerment Arts Therapy；EAT）



精神病理学的アプローチ

図1 日本におけるアートセラピーの活動領域および5系統の相互関係 (2014)
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 PAT（Psychopathological Arts Therapy，精神病理学的アーツセラピー）

➢ 臨床的，治療的なアーツセラピー（芸術療法）

 EAT（Empowerment Arts Therapy，エンパワメント型アーツセラピー）

➢ 多様な市井のアーツセラピーを説明するための学術的な概念

EATの概要―PATとEAT



EAT活動評価シート
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EATルーブリック
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研究のモチベーション

1. 先行研究の成果に基づくEATの構成要件をふまえて、EAT

活動評価シートを作成

2. EAT実践者のケイパビリティ向上のための具体的方向性を
明確にするため、EATルーブリックを作成
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これまでの研究成果

両者の併用によるEAT実践者のケイパビリティ向上の
効果検証のための予備調査



予備調査の目的・概要

予備調査の目的

① EAT活動評価シートとEATルーブリックの効果的な併用方法を導出
すること．

② EAT実践者が実際に使用して感じたメリット，デメリットをふまえ、
上の2つのアセスメントツールの改善点を明らかにすること．

予備調査の概要

絵画教室活動の中でEATを実践しているインフォーマントに，2つの
セルフアセスメントツールを試用してもらった後，インタビューを行
い，フィードバックを受けた．



インフォーマントについて

Kさん（東海地方在住）

 絵画教室主宰（生徒数約110名）

 個人事業主，50代，女性

 絵画教室歴約28年（当初ボランティアベースでスタート．個人事業化して7年）

 EAT歴約8年

活動の概略・特徴

 一般の絵画教室として活動．課題を抱えた子どもに特化しているのではない．

 絵画教室の活動の中で，課題を抱えた子どもがいれば個別にEATを実施．

 平常の教室活動の中でも，子どもに対してEAT的な関わり方を心がけている．



調査方法

1. インフォーマントに次の2通りの方法でセルフアセスメントしてもらう．

• 1回目：EATルーブリックなしに，EAT活動評価シートのみでアセス
メント．

• 2回目：EATルーブリックを参照し，EAT活動評価シートでアセスメ
ント．

2. セルフアセスメントを通して得た気づき，それぞれの方法についての
コメント，ツールを試用した感想などをヒアリング．



Kさんによるセルフアセスメントの結果

セルフアセスメント1回目
（EAT活動評価シートのみで評価）

セルフアセスメント2回目
（EAT活動評価シート＆ルーブリックで評価）



Kさんからのフィードバック

 EATルーブリック＆EAT活動評価シートによる2回目の方法の方が、評価しやすかった．
基準があることで，評価の目的や，各レベルに求められるものが明確になる．

 EAT活動評価シートだけだと，自分の中に軸となる基準がない状態での評価になる．
基準があることで，自己評価の観点が変わる．基準を参照するかしないかで，これほ
ど自己評価の結果が違ってくることが興味深かった．

 EATルーブリックを使いながらEAT活動評価シートで自己評価することで，自分の立ち
位置や活動に対する姿勢が明確になると感じる．

 4段階評価は，真ん中（普通）がないので，評価の際よく考える．2と3の評価に関し
て，どちらに付けるべきか非常によく考えた．

 活動歴の浅いEAT実践者は，評価の仕方が分からなかったり，低評価になり自信をな
くしてしまったりするかもしれない．セルフアセスメントの目的や方法についてのガ
イドや説明があった方がよい．



EATルーブリック導入の効果

 セルフアセスメントの際の基準としての有効性

→ EAT実践者によるセルフアセスメントの便益の向上

 EATルーブリックを参照したセルフアセスメントを通じて，EAT実践者
としての姿勢や活動の位置づけが明確になる

→ EAT実践者の自己認識の向上

• EAT実践者の自己認識を助ける

• 自分がめざすもの，改善点，強みが明確になる

➡セルフアセスメントを繰り返すことで継続的な自己改善が期待できる



セルフアセスメントによる継続的改善のプロセス
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今後の課題

複数のインフォーマントによる検証

セルフアセスメントツールの導入・活用のためのガイド作成

 EAT実践者との協働によるツール開発
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